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プレイフルネス強化を意図した	
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抄録  

 
	
 身体活動は，子どもにとって，彼らの生涯の well-being のみならず，現在の身体的，

精神的，社会的 well-being に重大な影響を与えることが知られている。運動遊びは，

幼児，あるいは若年の子どもの場合，身体活動の役割に相当し，彼らの総身体活動量

に影響を与える。従来の研究では，運動遊びに関して，ほとんどが体力，運動スキル，

および肥満度への効果に言及してきたが，運動遊びによる心理社会的効果，すなわち

態度，意欲，社会性，肯定的メンタルヘルスについても，それらが子どもの将来の

well-being に影響するために考慮されるべきである。本研究は，運動遊びと心理社会

的効果の間を調停する要因，すなわち「プレイフルネス」の理解を深めるために実施

された。「プレイフルネス」は，没頭，自己決定，有能感，ルール遵守，社会的関与，

楽しさの 6 要因から成る。本研究は，3 つの研究で構成され，研究 1 では，運動遊び（鬼

遊び）における指導観点について，幼稚園教諭と体育指導員との違いを明確にするこ

と，つぎに研究 2 では，どのような運動遊びが「プレイフルネス」の要素を引き出す

のかを明らかにすること，最後に研究 3 として，子どもの「プレイフルネス」を評価

する気分尺度を開発すること，であった。研究 1 では，両群における指導観点におい

ていくらかの差が見られたものの，それらは融合して「プレイフルネス」の要因には

集約されていた。野外における運動遊びは，研究 2 において，「プレイフルネス」内の

多くの要因を強く示しており，研究 3 では，開発した気分尺度は有用性を証明した。

子どもは，「プレイフルネス」を強化した運動遊びを行うことで心理社会的効果を得る

ことができる。将来の研究としては，運動遊びプログラムに「プレイフルネス」をど

のように取り入れていけばよいかという課題の解決が求められる。  
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Abstract 
 

P h y s i c a l  a c t i v i t y  h a s  b e e n  s h o w n  t o  h a v e  i m p o r t a n t  i m p a c t s  o n  c h i l d r e n ’ s  p h y s i c a l ,  

m e n t a l ,  a n d  s o c i a l  w e l l - b e i n g  a s  w e l l  a s  l i f e l o n g  w e l l - b e i n g .  I n  t h e  c a s e s  o f  i n f a n t s  o r  

y o u n g  c h i l d r e n ,  a c t i v e  p l a y  p l a y s  a  r o l e  o f  p h y s i c a l  a c t i v i t y  a n d  a f f e c t s  t h e  t o t a l  

a m o u n t  o f  e v e r y d a y  a c t i v i t y .  A l t h o u g h  m o s t  p r e v i o u s  s t u d i e s  h a v e  e m p h a s i z e d  t h e  

o u t c o m e s  o f  f i t n e s s ,  m o t o r  s k i l l  a n d  o b e s i t y  i n  a c t i v e  p l a y ,  p s y c h o s o c i a l  e f f e c t s ,  s u c h  

a s  a t t i t u d e ,  w i l l i n g n e s s ,  s o c i a l i t y  a n d  p o s i t i v e  m e n t a l  h e a l t h ,  s h o u l d  a l s o  b e  

c o n s i d e r e d ,  a s  t h e y  a f f e c t  c h i l d r e n ’ s  f u t u r e  w e l l - b e i n g .  T h i s  s t u d y  w a s  c o n d u c t e d  
t o  g a i n  i n s i g h t s  i n t o  t h e  f a c t o r s ,  “ p l a y f u l n e s s ”  t h a t  m e d i a t e s  t h e  r e l a t i o n s h i p  
b e t w e e n  a c t i v e  p l a y  a n d  p s y c h o s o c i a l  e f f e c t .  “ P l a y f u l n e s s ”  h a s  6  f a c t o r s :  
a b s o r p t i o n ,  s e l f - d e t e r m i n a t i o n ,  c o m p e t e n c e ,  r u l e  a d h e r e n c e ,  s o c i a l  r e l a t i o n s ,  
a n d  e n j o y m e n t .  T h e  s t u d y  c o n s i s t e d  o f  t h r e e  p a r t s :  t h e  d i f f e r e n c e  i n  t h e  
v i e w p o i n t s  t o  a c t i v e  p l a y  ( O n i - p l a y )  b e t w e e n  p r e s c h o o l  t e a c h e r s  a n d  p h y s i c a l  
e d u c a t o r s  ( S t u d y  1 ) ,  t h e  i d e n t i f i c a t i o n  o f  a c t i v e  p l a y s  t h a t  m a y  e x t r a c t  
“ p l a y f u l n e s s ”  ( S t u d y  2 ) ,  a n d  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  m o o d  m e a s u r e m e n t  t o  
e v a l u a t e  “ p l a y f u l n e s s ”  f o r  c h i l d r e n  ( S t u d y  3 ) .  S t u d y  1  s h o w e d  t h a t  t h e  
v i e w p o i n t s  w e r e  c o n s o l i d a t e d  i n t o  “ p l a y f u l n e s s ”  f a c t o r s  i n  s p i t e  o f  s o m e  
d i f f e r e n c e s  b e t w e e n  b o t h  g r o u p s .  O u t d o o r  a c t i v e  p l a y s  p r o v i d e d  m o s t  f a c t o r s  
o f  “ p l a y f u l n e s s ”  i n  S t u d y  2  a n d  m o o d  m e a s u r e m e n t  t h a t  d e v e l o p e d  i n  S t u d y  3  
r e v e a l e d  t h e  u s e f u l n e s s .  I t  i s  c o n c l u d e d  t h a t  c h i l d r e n  c a n  a c q u i r e  p s y c h o s o c i a l  
e f f e c t s  b y  e n g a g i n g  i n  a c t i v e  p l a y  e n h a n c i n g  “ p l a y f u l n e s s ”  a n d  t h a t  f u t u r e  s t u d i e s  

s h o u l d  f o c u s  o n  h o w  w e  m a k e  i t  i n t o  a c t i v e  p l a y  p r o g r a m .  
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はじめに 

	
 近年，わが国の子どもの生活はきわめて忙しく，

彼らには余暇時間を利用し，身体を使って自由に遊

ぶ活動時間が減少している。これら多忙さに加えて，

安全な遊び場の確保が難しいこと，スケジュールが

合わないために同じ年齢の子ども同士で遊べない

こと，テレビゲームや携帯ゲームの流行など，多様

な阻害要因とも相まって，子どもが自由に遊ぶ時間

が減少の一途をたどっている（Lee, Takenaka & 
Kanosue, 2015）。いまや，子どもがからだを使って

行う運動遊びは，室内におけるゲームの実施やアニ

メ・テレビの視聴に，あるいはスイミング教室やサ

ッカー・野球など，いわゆる大人に『教わる』管理

的なスポーツの実践に取って代わってしまった。こ

の傾向は，男女を問わず，幼児や年少の子どもにも

及んでおり，今後は運動遊びを行わない子どもの数

がさらに増加していくことが予測される。 
子どもがからだを動かすことによって獲得する

内容は，運動スキル，危険回避，疾病予防・健康増

進，姿勢維持・疲労感除去，など多岐にわたる（竹

中, 2011）。しかし，子どもにとって運動遊びの時間

が減少することは，彼らの身体の健康阻害にとどま

らず，心理社会面における健康阻害を招くかもしれ

ない。そのため，子どもの生活の中に遊び，特に活

動的で構造化されていない遊びを取り戻させる必

要性があり， Burdette & Whitaker（2005）が強調し

ているように，身体面よりはむしろ，認知，社会性，

および感情の改善に目を向けるべきである。 
現在の子どもが抱えるストレスとして，習い事や

学習におけるプレッシャーや友人関係のトラブル

などが増加傾向にあり，この種のストレスは，直接

的，また間接的に，いじめ，不登校，多動，暴力，

自殺といった問題に発展する。しかし，これらの問

題に対して対処能力や回復力を高める方策が十分

に行われていない。幼児や低学年児童など発達段階

の初期において運動遊びを用い，心理社会的要因を

強化することは，その解決の一助となりえるかもし

れない。しかし，運動遊びにおける何の要素が，そ

のような心理社会的効果を増幅させるのか，また逆

に，心理社会的効果を高めることを意図した運動遊

びの要素は何なのかを明らかにした研究はきわめ

て少ない。 
	
 幼少期における運動遊びの不足は，行動の持ち越

し効果，すなわちその後の運動やスポーツの実施な

ど身体活動の習慣づくりに影響を与えることが知

られている（Boreham & Riddoch, 2001）。平成 27 年

11 月に発表された，小学 5 年生対象の全国体力テス

トの結果によれば，幼少期における多様な運動経験

（「いろいろな運動経験がある」）が，その後の活動

レベルや体力増強に大きく影響していることが報

告された。そのため，今後は，幼少期および低学年

児童期において，特定の運動やスポーツの経験では

なく，多様な活動を，しかも活動量を増強させるこ

とに着目し，特に「自発的な活動」を増強させるた

めにどのようなアプローチを行うべきかという議

論が必要となる。すなわち，スポーツスキルの獲得，

体力増強，および肥満予防という，「〜のために」

という「目的指向」のアプローチよりはむしろ，子

どもの内発的動機づけを高め，自発的な習慣づくり

に導く具体的な方略を検討する必要性である。 
	
 本研究では，「プレイフルネス」という要素を強

化する，具体的な運動・スポーツ遊びプログラムの

開発を目指し，その周辺要素の検証を行う。本研究

の成果が，子どもの身体面への成果に加え，メンタ

ルヘルス，社会的スキルおよび集中力など心理社会

面の強化に貢献し，自殺，いじめ，暴力，他動など，

現在の子どもにおいて緊急に解決が必要な課題に

も影響を与えることを期待している。 
 

用語の解説：プレイとプレイフルネス 

	
 近年，運動遊びに関連する用語として，「プレイ

フルネス（playfulness）」が多く用いられている。「プ

レイ（play）」が遊びそのものの行動を指すのに対し

て，「プレイフルネス」は，「プレイ」の構造や特徴

を示している。「プレイ」という用語は，一般にゲ

ームやスポーツ，演劇など多く場や状況の中で使用

され，そのために多くの異なる意味を有している。

ただ，心理学者が述べる「プレイ」には，いくつか

の条件が存在し，以下の要素が活動の中に含まれて

いる（Lieberman, 1977）。 
（1）	
 自然発生的，自発的で，その人にとって価

値がある内容であること 
（2）	
 内発的に動機づけられていて，行うことそ

れ自体が目的であること 
（3）	
 実践者がストレスを感じることなく，安全

な状況で行えていること 
（4）	
 通常，目的指向となっている大人の行動と

比べて，内容が不完全で大げさであること 
（5）	
 繰り返し行われる内容であること 
	
 一方，「プレイフルネス」は，「プレイ」を「プレ
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イ」として成立させるための要素と捉えられている。

「プレイフルネス」は，長くBundy を中心に（Bundy, 
Nelson, Metzge, & Bingaman, 2001），幼児における発

達障害についての研究者によって，遊び中の行動観

察など作業療法の研究分野で発展した概念である。

古くは，Lieberman（1977）が，プレイフルネスの要

素を，（1）身体的な自発性（physical spontaneity），（2）
認知的な自発性（cognitive spontaneity），（3）社会的

な自発性（social spontaneity），（4）ユーモア感（sense 
of humor），および（5）喜びの表現（manifest joy），
という5つの内部要素から成り立っていることを示

した。最近では，虐待や災害によって心的外傷を患

った子どもの治療として，その回復に必要な遊びの

要素としても適用されるようになった。例えば，子

どもの心的外傷後症状を回復させることを目的と

した「プロジェクト・ジョイ」と名付けられた遊び

プログラムにおいては，強調すべき「プレイフルネ

ス」の要素を，（1）うれしさ（joyfulness），（2）人

と人のつながり（social connection），（3）内部制御

（internal control），および（4）活発な関わり（active 
engagement），の 4 つの構成要素から成り立つと説明

している。 
	
 「プレイフルネス」の要素が適用された運動遊び

では， 没頭，自己決定，有能感，ルール遵守，社

会的関与，楽しさを感じさせるように配慮され，メ

ンタルヘルスへの効果や社会性強化など心理社会

的な効果のほか，内発的動機づけを高め，運動遊び

の習慣づけにも適用されている（高井・島崎・Lee・
竹中, 2014）。 
 

本研究の構成・目的 

	
 「プレイフルネス」は，本研究の前提条件として，

運動遊びと心理社会的効果をつなぐ調整変数

（mediator）として作用すると仮定している（図 1）。

すなわち，単に，子どもに運動遊びを行わせれば，

彼らの心理社会的効果が得られるのではなく，運動

遊びの中に「プレイフルネス」の要素を強化するこ

とで心理社会的効果を得やすくさせるのである。 
 
	
 本研究は，3 つの研究で構成されている。まず，

研究 1 では，幼稚園教諭と体育指導員における運動

遊び観を比較する。従来から，保育の専門家と体

育・スポーツの指導者には，幼児の運動や遊びにつ

いての観点で大きな対立点が生じていた。前者が，

幼児の運動遊びについて「過程指向」，たとえば子

どもの自発的な活動を見守ることに重点を置いて

いる一方，体育・スポーツの指導者は，「目的指向」，

すなわちスポーツスキルの獲得，体力強化，また肥

満予防などの成果に重点を置いていたきらいがあ

る。そのため，運動遊びの普及に関して両者に考え

方の違いが生じていた。研究 1 では，幼児に最も人

気がある鬼遊びを題材にして，両者の運動遊び観を

比較し，共通する価値として「プレイフルネス」の

重要性を明らかにする。 
	
 つぎに，研究 2 では，運動遊びの内容について検

討を行う。「プレイフルネス」を運動遊びの構造の

中核に据えて活動を行っている向陽台青空少年団

の指導スタッフが，どのような運動遊びが「プレイ

フルネス」の要素を含んでいるのかを合議によって

検討し，参加幼児・低学年児童の保護者が自分の子

どもの様子を観察しながらにその内容を確認した。 
	
 最後に，研究 3 として，心理社会的効果を検討す

るために，幼児・低学年児童が実施できる調査ツー

ルとして，運動遊び前後で測定できる気分調査票を

開発する。幼児・低学年児童の心理社会的効果を測

定することは，その発達段階上，きわめて困難であ

る。そのため，研究 3 では，彼らの気分の変化を見

ることで，心理社会的効果とみなすことにした。 
	
 特に年少の子どもが行う運動遊びについては，ス

キルの獲得，体力増強，肥満予防という目的指向に

終始するのではなく，「行うこと」それ自体に焦点

を絞った取り組みが求められることは言うまでも

ない。しかし，その内容を「現場の目」で具体的に

探った研究はきわめて少ない。本研究は，幼児およ

び年少児童を対象に，現場感覚を強調しながら，「プ

レイフルネス」の要素（没頭，自己決定，有能感，

ルール遵守，社会的関与，楽しさ）を強化する運動

遊びについての将来への示唆を与えようとしてい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1. 調整変数としてのプレイフルネス 
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研究 1 

運動遊びの指導観点についての比較検討 

－幼児期における「鬼遊び」の指導を例として－ 

担当：齋藤めぐみ 

幼児にとって身体を動かして遊ぶことは，その後

の児童期，青年期への運動やスポーツに親しむ資質

や能力を育成するだけではなく，意欲や気力，対人

関係などコミュニケーションの構築など，子どもの

心の発達に大きな影響を与える（文部科学省幼児期

運動指針策定委員会，2014）。 
「鬼遊び」は，幼児が行う運動遊びの中でも彼ら

に人気があり，しかも幼児期の心身の発達に影響を

与える運動遊びのひとつである（齋藤，2015）。「鬼

遊び」では，ルールや役割理解を通して人間関係の

理解や関係の作り方，態度を身につけ（天田ら，

1998），お互いに遊びを教えたり教えられたりする

ことで子ども相互の理解を深め，彼らの社会化を促

す（穐丸，2008）。 
竹中（2015）は，運動遊びにおいて心理社会的効

果を高めるために「プレイフルネス」の要素を強化

する運動プログラムの必要性を示唆している。「プ

レイフルネス」とは，没頭，自己決定，有能感，ル

ール遵守，社会的関与，楽しさが含まれる。 
研究 1 では，「プレイフルネス」を強化する運動

プログラム開発の一助となるべく，現在幼稚園で幼

児を教育している保育者と体育・スポーツを専門に

指導している体育指導員を対象として，幼児を対象

とした「鬼遊び」の指導方法を例にとって「プレイ

フルネス」を強化する指導方法を比較検討する。 
 

1. 方法 

（1）調査対象  

	
 現役の幼稚園教諭４名，および幼稚園や保育園お

よび小学校で体育を教える体育指導員４名（うち１

名は大学講師）を対象としてフォーカスグループイ

ンタビューおよび聞き取り調査を行った。調査対象

者のプロフィールを表１に示す。 
	
 

表１. 対象者のプロフィール 

 

	
 

	
 

	
 

（２）調査内容と手続き 

	
 2015 年 8 月から 2016 年２月にかけて，幼稚園教

諭を対象としたフォーカスグループインタビュー

を，また体育指導員を対象とした聞き取り調査を行

った。フォーカスグループインタビューでは，「鬼

遊び」を通して子どもに経験してほしいこと，子ど

も同志のトラブルに対する対応について，「鬼遊び」

を行う際の指導で留意していること，意識している

こと，を含め「鬼遊び」の指導について研究者が質

問を行い，順不同で回答するよう依頼した。聞き取

り調査では，同じ内容を研究者が対象者に対面また

は電話で質問し，回答を求めた。質問と記録につい

ては，話された内容全てを書き出した後，萱間（2007）
の方法を参考にして，データをコード化して同類項

をまとめた。その後，幼稚園教諭の内容と体育指導

員を区分して表を示した。コード化の方法について

図 2に示す。 
	
 

	
 

	
 

図 2. コード化の方法 

	
 

2. 結果 

	
 調査の結果，（1）「鬼遊び」を通して子どもに経

験してほしいこと，を表２に，（2）「鬼遊び」を行う

際の指導で留意していること，意識していることを，

表３に，（3）子ども同志のトラブルに対する対応を，

表４に示している。  
 

（１）「鬼遊び」を通して子どもに経験してほしいこと 

	
 本調査の結果，保育者も体育指導員とも，「鬼遊

び」を通して，子どもたちに身体能力の向上のみな

らず，楽しいと感じる経験，社会的，心理的に関連

する経験をさせたいと考えていた。ただし，その傾

向は両者間で異なっていた。 
	
 保育者は，仲間とぶつかること,仲間と気持ちを共

有することなど「鬼遊び」を仲間との経験の機会と

して捉え，「社会的関与」を重視していた。一方，

体育指導員は，上手につかまえる，身を守る，ぶつ

からずに走る，二重行動ができるようになるなど，  
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表２. 「鬼遊び」を通して子どもたちに経験してほしいと思うこと 

 

表３. 「鬼遊び」を行う際の指導で留意していること，意識していること 

 

表４. 子ども同志のトラブルに対する対応 

	
 

 

スキルの獲得を通して，運動，身体機能面の「有能

感」を重視していた。 
 
（２）「鬼遊び」を行う際の指導で留意していること，意

識していること  

	
 保育者も体育指導員も年齢や発達に即した指導

を心がけている。 
	
 ３歳児においては，保育者と体育指導員は共通し

ていることが多い。まず，指導する大人との安定し

た関係を築き，子どもが「鬼遊び」を楽しいと感じ

るように指導する。その上で，「鬼遊び」に必要な

身体の動きを獲得できるよう配慮していた。具体的

には，大人がオニを演じ，子どもたちは“逃げる”こ
とに徹し，それを楽しめるようにと指導していた。

オニという用語を怖がる子どもが多いことを考慮

して，オニという用語を遣わないということも共通

している。 
	
 ４歳児には両者とも「鬼遊び」に様々な経験をさ

せている。体育指導員は，様々な身体の動きができ

るような指導を行い，徐々に難しいルールの「鬼遊

び」を経験させることを意識して指導していた。一

方，保育者もこの時期にルールを教えはじめるが，

その際，重要視していることは，ルールを巡り子ど

も間で起こる様々なトラブルとそれによる仲間と

の葛藤や気持ちの表出などである。 
	
 ５歳児では，指導上意識する内容に，保育者と体

育指導員に相違点が多い。保育者はトラブルがあっ
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た場合など，保育者がすぐに解決をするのではなく，

子ども同士でのぶつかりあいを経験させた上で，子

ども同士で問題を解決できるように意識していた。

一方，体育指導員は，対象が４歳児以降，ルールを

教えること，身体機能の向上を目指した経験，駆け

引きなどを経験させることを重視し，段階を踏んで

これらを指導していた。  
（３）子ども同志のトラブルに対する対応 

	
 トラブルに関しては，決められた時間内で指導を

行う体育指導員が関わる「鬼遊び」と子どもとの生

活の中で「鬼遊び」行う保育者とは状況も異なり，

一概に比較できない。大方，体育指導員の行う「オ

ニ遊び」では，ほとんどトラブラルが起こらないと

いうことであった。ルールを破った場合は，はじめ

は，ルール破りのアイディアを褒め，つぎにルール

をきちんと教えるという指導を心がけていた。一方，

保育者は，子ども間で起こったトラブルを最終的に

子どもたちで解決させ，子どもたちが満足のいくル

ールによって十分に遊ばせる，また気持ちについて

話す機会をつくる，どうして問題行動を起こすかを

保育者が考えるなど，全般的に子どもと一緒に考え

て問題を解決していることが多かった。 
 
3. 考察 

	
 本研究の目的は，幼児を対象にした「鬼遊び」の

指導を例にとり，保育者と体育指導員の指導に関わ

る観点を比較し，両者に共通する「プレイフルネス」

の必要性を認識することであった。 
保育者および体育指導員の両者には，調査に先立

って，「鬼遊び」を通して子どもたちに経験してほ

しいことに対して「プレイフルネス」の要素が含ま

れているかどうかを確認した。その結果，調査対象

者全員，何らかの「プレイフルネス」要素を経験さ

せたいと考えていることが確認された。ただし，保

育者と体育指導員では，含まれる「プレイフルネス」

要素の傾向が異なっていた。保育者は，身体が自由

に動かせる，おもしろいと思う経験，ルールがわか

る，仲間とぶつかり合うこと，気持ちを共有するこ

と，夢中になること，と「没頭」，「有能感」，「楽し

さ」， 
「ルールの遵守」，「社会的関与」と「プレイフルネ

ス」に含まれるほとんどの要素を経験させたいと考

えており，「鬼遊び」に心理社会面の効果を期待し

ていた。一方，体育指導員は，「楽しさ」と身体能

力，運動能力の促進という「有能感」および「ルー

ルの遵守」に重きを置いていた。 
両者とも子どもたちが「鬼遊び」を通して「楽し

いと思う」経験をしてほしいと考えていることは共

通していた。「鬼遊び」に必要な身体の動きが自由

に行えるようになってほしいと考えて指導してい

る点も共通である。しかし，「楽しい」と思うに至

る過程について体育指導員と保育者は異なってい

た。体育指導員は，例えば段階を踏んだルールや身

体機能の指導，褒めるなど，子どもたちを楽しませ

る技術を駆使して働きかけていた。そのことが「有

能感」につながっている。 
一方，保育者は，子どもたちの状況を観察し，手

助けが必要と思えるタイミングを見計らい，必要と

思える手助けをする。子どもたちがつまらなそうに

していても，子どもたちがルールをめぐって言い争

っていても，それらを「鬼遊び」を楽しめるように

なるための過程であると捉える。子どもたちは，こ

れらの経験を通して仲間との葛藤，気持ちの共有を

経験し，結果として「鬼遊び」を「楽しむ」ように

なる。子どもたちの納得するルールに変えることも

ある。「ルールの遵守」について，保育者は子ども

たちの納得するルールを遵守すればよい，との捉え

方をしている。この点も体育指導員とは捉え方が異

なる。「社会的関与」を十分に経験し，結果として

子どもたちは「鬼遊び」に「没頭」して「楽しむ」

ようになる。  
 
以上，体育指導員の意識する指導方法は「有能感」

を高め，保育者の意識する指導方法は，「社会的関

与」，「没頭」，子どもたちの納得いく「ルールの遵

守」，そして「楽しさ」を強化していた。両者の一

方だけの指導ではなく，両者の指導タイプを合わせ

ることで「プレイフルネス」の強化につながる。 
	
 調査対象の保育者が所属するひとつの幼稚園で

は，毎年３学期には，１時間でも継続して「鬼遊び」

を行っている５歳児の姿がみられるとのことであ

る。まさに「プレイフルネス」の状態である。この

状態は，幼稚園に入園後，保育者の意図した様々な

経験をしてきた結果である。このことは，児童に人

気のある体育教師が行う“工夫された指導の体育の

授業”の方が，意図した指導のない外遊びと比べて，

「プレイフルネス」得点が高かったという竹中

（2015）の報告と齟齬がない。 
	
 本研究は「鬼遊び」を例にした指導法であること，

聞き取り対象者が少人数であることなどの限界が

ある。しかし，調査対象者は，幼児を対象にして保

育や体育指導に長年かかわっており，経験だけでな

く観察眼もきわめて高い人たちであった。また，物

理的な理由からグループインタビューと個別イン

タビューと方法が統一できなかったことも，本研究

の結果を一般化するには限界があるかもしれない。 
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研究 2 
プレイフルネスを引き出す運動遊び： 

スポーツ少年団活動において 

担当：佐藤一彦 

向陽台青空スポーツ少年団は，体力・運動能力の

発展途上にある幼児・低学年児童（＝プレ・ゴール

デンエイジ）を対象に，「人間力の形成」,「生涯を

通じた豊かなスポーツライフの形成」を目的に活動

を行っている。その活動理念としては，（1）環境の

調整，（2）自発的な発想と行動，および（3）没頭，

の3要素を重要視している。まず，第1に，少年団の

活動においては，幼稚園や小学校と異なり，年齢の

異なる子どもたちと，彼らの保護者が参加している。

また，室内だけでなく，野外にも出かけて自然の中

で遊び，道具を使う運動遊びや使わない遊び，身近

なものを利用することなど，様々な環境の中で工夫

し，チャレンジする機会を数多く体験させるように

心がけている。 
	
 第２には，子どもたちの自発的な発想と行動を重

視している点である。子どものやりたい気持ちを優

先させ，場合によってはやりたくない気持ちも含め，

「自発的な感情や考えを引き出す」ことを極力尊重

している。指導者は，子どものやりたい気持ちを盛

り上げるために，「動き」や「遊び」の提案を行う

ものの，「やらせる」，「指導する」ことを前提と

せず，子どもの自発的な「表現を待つ」姿勢を貫い

ている。 
第３に，活動内容は子どもが没頭できることであ

る。うまく身体を動かせるようになったか，という

ことよりも，いまその活動に没頭しているのかに着

目することである。 
以上，スポーツ少年団活動における理念を明確に

しながら活動を行っている。しかし，子どもたちに

は，自由な発想で自由に遊んで欲しいものの，少年

団の活動の中で，流行のゲーム機などの魅力に勝て

るほどの遊びに出会うことは稀有である。その状況

を改善するために，「プレイフルネス」の要素を引

き出すことが運動遊びの魅力をさらに高めると考

えられる。 
研究 2 では，幼児・低学年児童において「プレイ

フルネス」の効果を引き出すことを目的とした運動

遊びの内容について検討を行う。 
1. 方法 

	
 本少年団には，団活動にあたるコーチが 4 名おり

（表 5），はじめに，彼らとともに「プレイフルネス」

の内容について十分な確認を行った。その後，「プ

レイフルネス」6 項目それぞれの要素を含む運動遊

びについて合議し，さらにそれらの合議内容につい

て，参加する子どもの保護者と話し合うことで，で

きるだけ客観的に評価するようにした。 
指導にあたったコーチは，運動遊びの活動内容を

振り返り,「プレイフルネス」要素を引き出す効果が

あると思われる運動遊びを，①道具なしの運動遊び

（表 6），②道具ありの運動遊び（表 7），および③

アウトドアの運動遊び（表 8）に分類し，プレイフ

ルネスの効果の程度について評価を行った。ついで，

子どもの表情や仕草を見ている保護者にも確認を

行った。 

	
 
 

2. 結果 

	
 コーチの合議，および保護者の確認を行った結果，

実際に少年団活動が実施している運動遊びのそれ

ぞれについて，表 6から表 8に，「プレイフルネス」

の要素を◎（きわめて存在する），○（存在する），

△（少し存在する）に分けて記述した。なお，下表

における記号は，プレイフルネスの要素として，没

頭（P），自己決定（S），有能感（C），ルール遵守（R），
社会的関与（I），楽しさ（E）の頭文字を示してい

る。 
 
3. 考察 

本研究の目的は，「プレイフルネス」を引き出す

と考えられる運動遊びの内容を抽出し，その遊びに

子どもが没頭しているか，または自発的な表現をし

ているかを観察することで，運動遊びの有効性を検

証することにあった。その結果，どの遊びにも一定

の効果を見出すことができた。特にアウトドア環境

においてさまざまな運動遊びを実施することが最

も「プレイフルネス」の要素を見せた。 
	
 同じ遊びであっても，導入にあたる誘導方法

（順序，言葉かけなど），参加者，道具，場所など

の「環境調整」による影響が「プレイフルネス」の

引き出しに有効であった。今後の課題としては，活

動の場を離れた後の日常や学校の生活の場におい

ても，これらの効果が持続性を持ちうるかを確かめ，

より有効な運動遊びの取り組み方を提言すること

にある。 
	
 

	
 

	
 

競技経験 年　代 職　　業 指導歴

A 野球・陸上 50代男性 公務員(スポーツ・
ボランティア) 14年

B ダンス・
バスケット

30代女性 フリーランス・
インストラクター

13年

C サッカー 20代男性 サッカー協会A級
指導員

8年

D バレーボール・
陸上

20代女性 体操教室インスト
ラクター

8年

表5.	
 指導者プロフィール
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表 6. 道具を利用しない運動遊び 

 

	
 

	
 

	
 

表7. 道具を利用した運動遊び 

 
 

 

 

 

 

表 8.アウトドアの運動遊び 

 

 
	
 

研究 3 

運動遊び参加前後の気分の変化について 

担当：上地広昭 

	
 研究3では，運動遊びを通した「プレイフルネス」

の強化によって得られる心理社会的効果を検証す

るための尺度開発を行い，さらに向陽台青空スポー

ツ少年団における活動への参加によって得られる

心理社会的効果を検証した。具体的には，まず，予

備調査として，Profile of Mood Sates (POMS) をもと

に，様々な感情を表した顔のイラストを作成し，子

どもが簡便に回答できる簡易型気分尺度の妥当性

検証を行った。つぎに，本調査として，簡易型気分

尺度を用いて，向陽台青空スポーツ少年団に参加す

る子どもおよびその保護者の活動参加前後の感情

の変化を検討した。 
1. 予備調査 

1）目的 

	
 この予備調査の目的は，子どもの感情を簡便に測

定するために，様々な表情のイラストを用いた簡易

型気分尺度（付録）の妥当性を検証することである。 
2） 方法 

	
 予備調査は，2015 年 8 月に，向陽台青空スポーツ

少年団の活動に参加した子ども 11 名（幼稚園児お

よび低学年小学生）を対象に行った。子どもが本尺

度に示された表情から適切に感情を読み取れてい

るかを検証するために，6 つの感情を表した顔のイ

ラストと「緊張」，「怒り」，「悲しみ」，「元気」，「疲

Ｐ  Ｓ  Ｃ  Ｒ  Ｉ  Ｅ  内    容 写    真 

△  △ △  ○ 

①-1 ストレッチング 
簡単な会話をしながら参加

者の緊張をやわらげつつ,身
体の末梢部分から少しずつ

解きほぐす. 

 

○  ○ ○  ◎ 

①-2 イメージを持ちなが
らの動的ストレッチング 
静物や動物をイメージする

課題に添い,四肢の伸長によ
る動きを取り入�れる.緊張感
が一層ほぐれ,ケガ予防にも
効果が認められる.  

◎ 〇 ○ ○ ○ ◎ 

② 伝承的な鬼遊び 
一定時間内に子どもが大人

（鬼役）を追いかけタッチ

する鬼遊び. 
繰り返すうちに,数人の子ど
もで鬼を追い込む戦略性が

自然発生する.  

○ ○ △ △ ○ △ 

③-1 ルールのある鬼遊び 
2 チームに分かれ,一定時間
内に相手陣にある宝物を何

回取れるか競うゲーム.コー
トの半分が相手陣内で両手

で触られると自陣に戻って

復活できる.  

◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ 

③-2 
ひとりひとりの自由な動き

は,休憩中で戦略打合せをす
る機会を与えてあげると,各
自のポジションや攻め方の

統一が図られ動機づけ（や

る気）が一層高まる.  

○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 

③-3 
コート内で夢中になって動

き始めた子ども達を応援し

たり,審判を自主的に買って
出る（「ささえる」）姿まで

が現れる. 
 

 

Ｐ  Ｓ  Ｃ  Ｒ  Ｉ  Ｅ  内    容 写    真 

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

① しっぽ取り鬼 
おとなが尻尾を付けた鬼に

なり,それを子どもが追いか
ける.伝承的な鬼ごっこより
目標物が明確になり,ルール
が簡単なため異年齢でも運

動量を稼げる.  

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 

② ボールを使った遊び 
2 人が向�き合って座る（立
つ）.真ん中にある道具を決
められたキーワードが出た

時 ,いち早く取った方が勝
ち.ルールが簡単なため異年
齢でも集中できる.  

○ ◎ ○ △  ○ 

③ 指遊び 
手袋を利用して指遊びに興

じる.手の動きが器用に使え
ない幼児も,動きへの興味を
示し,自動車での移動時間等
を利用して反復練習できる

きっかけになる.  
 

Ｐ  Ｓ  Ｃ  Ｒ  Ｉ  Ｅ  内    容 写    真 

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

① 沢遊び 
経験の少ないおとなが企画

して遊ぶには周�到な事前準

備が必要であるが,その分,
子どもと同様に好奇心が刺

激され,危険予知しながら自
由な遊びが展開される.  

○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 

②-1 丸太の上での遊び 
倒木を利用して,2 方向�から
ジャンケンをし,勝者が相手
陣を攻める.大きな声を出し
てジャンケンをすると森か

らの反響音も楽しめて飽き

ることが無い.  

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

②-2丸太の上での遊び 
2 方向�から出発し,倒木の上
でクロスし,落ちずに相手側
への到着を目指すバランス

遊び.単純だが,狭く不安定
な上で仲間と呼吸を合わせ

て到達したときの達成感は

心地良い.  

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

③	
 だるまさんが転んだ 
坂道の下に鬼を配置するこ

とで,子は動きの静止が難し
くなり転倒する者まで現れ

る.ルールが簡単なため異年
齢でも楽しめる.  
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れ」，「混乱」と書かれた文字を線で結ばせ，イラス

トの表情からの感情の識別率を算出した。つぎに，

スポーツ少年団の指導者 1 名（男性）に，活動参加

前の子どもの表情から「気分がよさそう」な子ども

を抽出してもらった。この指導者から「気分がよさ

そう」と評価された子どもとそれ以外の子どもの本

尺度の得点（一つの感情につき－5 点から＋5 点）

を比較することで本尺度の併存的妥当性を検証し

た。 
3）結果および考察 

①顔のイラストからの感情の識別率について 

	
 本尺度中のイラストが示す感情の識別率につい

ては，半数の子どもが「落ち込み」と「疲れ」の識

別ができておらず，両者を取り違えていた。ただし，

「緊張」，「怒り」，「元気」，および「混乱」の 4 つ

の感情についてはすべての子どもが識別できてい

た（図 4）。この結果から，低年齢の子どもには「不

快・沈静」型の表情の識別が困難であることが明ら

かになった。今後，尺度中の顔のイラストに感情を

示すための補助的記号（「怒り」におけるコメカミ

の青筋や「混乱」におけるクエスチョンマークなど）

をより強調することで，識別率を高めていく必要が

ある。 
②指導者の評価別の気分尺度得点について 

	
 指導者が，活動参加前に「気分がよさそう」と評

価した子どもとそれ以外の子どもでは，本尺度中の

「緊張」および「元気」の得点に顕著な差がみられ

た（図 5）。その他の気分については，大きな差はみ

られなかった。この結果により，本尺度の一部の感

情については，併存的妥当性が認められたといえる

が，残りの 4 つの感情については大きな課題が残っ

た。この結果について，「緊張」や「元気」は他の

感情に比べて可視化されやすい感情である。しかし，

通常，「落ち込み」，「疲れ」，「怒り」などについて

も，子どもの場合，動的側面（口数が少なかったり，

動作が緩慢であったり，粗暴であったり）を伴う感

情であるため，「緊張」や「元気」だけが特別に可

視化されやすい感情といえない。そのため，そもそ

も第三者の視点から「気分がよさそう」という基準

で分類し，本尺度得点の差異を見る今回の妥当性の

検証方法自体に問題があった可能性もあり，今後さ

らなる検討が必要とされる。 
2. 本調査 

1） 目的 

	
 本調査の目的は，向陽台青空スポーツ少年団に所

属する子どもおよびその保護者の活動参加前後の

感情の変化について検討することであった。 
 

図4. 顔から感情の識別率について    図5. 指導者の評価別の気分尺度得点 

 

2）方法 

	
 本調査は，予備調査と同時に，向陽台青空スポー

ツ少年団の参加者 20 名（幼児・低学年児童 11 名お

よび保護者 9 名）を対象に行った。子どもとその保

護者に対して，スポーツ少年団活動参加の前後に簡

易版気分尺度への回答を求めた。 
3）結果および考察 

	
 子どもにおいては，スポーツ少年団活動参加後に，

「緊張」が顕著に低下していた（図 6）。また，「落

ち込み」，「怒り」，および「混乱」についても一部

の子どもは低下していたが，「元気」および「疲れ」

については上昇している子どもが一部いた。 
一方，保護者においては，子どもと同様に，スポ

ーツ少年団活動参加後に「緊張」が顕著に低下して

おり，「落ち込み」および「怒り」についても一部

の者は低下していた。ただし，「疲れ」に関しては

上昇している保護者の方が多かった（図 7）。 
	
 全体的にみると，子どもと保護者のスポーツ少年

団活動参加後の気分の変化に関する結果は非常に

類似したものであった。スポーツ少年団活動参加に

よる最大の心理的効果は，緊張をほぐす効果であり，

一部，落ち込みや怒りの軽減効果もあるのではない

かと考えられる。 

 
 
図6. 子どもにおける教室前後の気分の変化および変化した人数 

 

 

図7 保護者における教室前後の気分の変化および変化した人数 
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3. 今後の展望 

	
 以下に，本調査の結果を簡潔にまとめる。①スポ

ーツ少年団活動参加前後の感情の変化については，

子どもと保護者とで全体的に類似していた。②スポ

ーツ少年団活動参加による最大の心理的効果は，緊

張をほぐす効果であった。③スポーツ少年団活動参

加によって，一部の保護者は，怒りや落ち込みが軽

減していた。④スポーツ少年団活動参加後には，身

体活動実施に伴う疲労感（疲れ）も生じていた。 
	
 予備調査で妥当性を検証した簡易型気分尺度は，

顔のイラストを用いて低年齢の子どもでも簡単に

回答できるように開発した極めて汎用性の高い尺

度である．測定内容についても POMS をベースに人

が根源的に持つ6つの感情・気分を扱っているため，

本調査で対象としたスポーツ少年団活動に限らず，

野外活動や文化的活動など様々なイベントの効果

検証にも役立てることが可能である． 
	
 今回は，プレイフルネスの要素を含んだ運動遊び

が持つ心理・社会的効果のうちの心理的側面（感

情・気分の改善）に焦点を当てたが，今後は，協調

性などの社会的側面や集中力などの認知的側面へ

の効果についても検証を進めていくことが求めら

れる． 
 

まとめ 

	
 私たちは，現在の子どもに運動遊びが必要である

と感じており，運動遊びを行わせることで，子ども

たちに，良好なメンタルヘルス（嫌なことがありな

がらも毎日を楽しく過ごすことができる），高い社

会性（友人を思いやり，仲良くできる），強い集中

力（同じことをじっくり行うことができる，気が散

らないで行うことができる）など，心理社会的能力

を強化することができると考えている。しかし，運

動遊びが，単にスキルだけを獲得するため，また体

力をつけるためなど，何かのために行う「目的指向」

になれば，運動遊びの効果は高まらない。 
	
 その重要な要素に「プレイフルネス」という概念

があり，運動遊びの中に「プレイフルネス」を十分

に盛り込むことで心理社会的能力の強化につなが

る。「プレイフルネス」とは，観察可能な行動に表

れる，特別に肯定的な気分状態のことで，この「プ

レイフルネス」の要素をどのように意図して活動の

中に取りいれていくのか，意図した介入内容が本当

に「プレイフルネス」を作り出しているのかを調べ

ることは重要である。 
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 科会．  
竹中晃二，李インカ，丹下裕加里 (2015)．子ども版 
	
 簡易プレイフルネス質問紙の開発および評価 
	
 平成 26 年度 日本体育協会スポーツ医・科学研 
	
 究報告 II -第 2 報-P27-37． 
上地広昭，竹中晃二，鈴木英樹（2003）．子どもに	
  
	
 おける身体活動の行動変容段階と意思決定バラ 
	
 スの関係．教育心理学研究．51，288-297． 
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本研究に関連する 2015 年度の学会発表 

8 月 25 日：日本体育学会第 66 回大会（国士舘大学）	
 

にて口頭発表（竹中）「児童のライフスタイル変容

を目的としたエキスパートシステムの開発および

評価」 
9 月 6 日：日本健康心理学会第 28 回大会（桜美	
 	
 

林大学）にてシンポジウム開催（上地・竹中）「子

どもの健康を守る健康心理学介入―子どもが健康

でスキルいっぱいに生活するためには―」 
9 月 24 日	
 日本心理学会第 79 回大会（名古屋国際

会議場）にて発表「児童の健康行動変容を意図した

エキスパートシステムの開発」（竹中，上地）「少年

サッカークラブにおける憧れと動機づけの関係」

（上地，竹中） 
 
	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

この研究は笹川スポーツ研究助成を受けて実施し

たものです。	
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